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1級 原価計算



第96回 （6月実施）

合格率 45.1％
平均合格率
（過去5年）

45.4％
(△0.3ポイント)

１級 原価計算



２ 総合原価計算

［第９６回］



第97回 （１月実施）

合格率 34.2％
平均合格率
（過去5年）

48.4％
(△14.2ポイント)

１級 原価計算



［第９７回検定］［問題ごとの「得点率］の比較



要覧P.18  1 適語・計算 

②[ア]で「実際消費数量」を問うのであれば、「価格差
異」ではなく「材料消費価格差異」としたほうが良か
ったのではないか。また、関連して「数量差異」も「材
料消費数量差異」に。(語群選択問題なので別解はない
が、上位級には「材料受入価格差異」も存在する)

(埼玉)



原価計算基準

標準原価計算制度において生ずる主要な原価差異は、材料受入価額、直接材料費、直接労務費
および製造間接費のおのおのにつき、おおむね次のように算定分析する。
(一) 材料受入価格差異

材料受入価格差異とは、材料の受入価格を標準価格をもって計算することによって生ずる原価
      差異をいい、標準受入価格と実際受入価格との差異に、実際受入数量を乗じて算定する。
(二) 直接材料費差異

直接材料費差異とは、標準原価による直接材料費と直接材料費の実際発生額との差額をいい、
これを材料種類別に価格差異と数量差異とに分析する。
１ 価格差異とは、材料の標準消費価格と実際消費価格との差額に基づく直接材料費差異をいい、
直接材料の標準消費価格と実際消費価格との差異に、実際消費数量を乗じて算定する。

46 標準原価計算制度における原価差異

第９７回検定



製造原価報告書の形式
① 原価要素別の分類 ② 製品との関連で分類



製造原価報告書の形式
② 製品との関連で分類（製造間接費 予定配賦）



要覧P.18 １ 適語・計算
(3) ① 等価係数を５：４または１：０.８にして計算す
れば完成品総合原価が積数で割り切れるが、３５：２８
までしか小さくできないと完成品総合原価が積数で割り
切れない。重量を小さくして正しい等価係数を求めるこ
とを大切だが、積数によって完成品総合原価を按分でき
るのか方が大切なのではないかと思うので、もっと簡単
に重量を等価係数に変えることのできる数値で出題して
欲しい。（埼玉）



「原価計算」六訂版 岡本 清 著

(2) 等価係数と等価比率
等級製品の製造原価を計算するためには、等価係数を等級製品ごとに

設定し、等価比率を計算する必要がある。
例えば等級製品甲,乙,丙,丁を製造する工場において、ある月の実際生産量

はそれぞれ,400個,700個,500個,750個であり、その月の工場全体の加工費は
700万円であったとする。ところでこれらの等級製品の加工費は、一定量を
試作してみたところ、製品の重量と関係があり、重ければ重いほど加工
費がかかることがわかった。この場合、乙製品の重量を標準つまり１とす
れば、甲製品は1.5 丙製品は0.8 丁製品は0.4という関係にある。そこでこ
れらの数値を等価係数として、各等級製品の加工費単価を計算すれば、次
のようになる。



［第９７回検定］
１(4)

完成品数量 積数
１級製品 重量 700g → 等価係数 1 ×  1,500個＝ 1,500
２級製品 重量 560g → 等価係数 0.8 ×     2,000個＝ 1,600
または

２級製品 重量 560g → 等価係数 1        × 2,000個＝ 2,000
１級製品 重量 700g → 等価係数 1.25 × 1,500個＝ 1,875



(6) CVP分析
［第８９回検定］(文章形式による出題)

誤答数の比較
第８９回検定 第９７回検定(今回)

出題内容 誤答数 出題内容 誤答数
a 営業利益 209 a 営業利益 245

b 損益分岐点の販売数量 274 b 増加する損益分岐点の販売数量 592

c 固定費の削減率 477 c 固定費の削減額 447



要覧P.２０ ３ 個別原価計算
⑦ 賃金が実際平均賃率によって計算し、製造間接費を
予定配賦している不統一に違和感を感じる。賃金を実
際額で計算しているのであれば、製造原価は月末にな
らないと算出できないので、製造間接費を予定配賦す
る必要がないのではないか。また、賃金を実際平均賃
率で計算する出題では製品の月中完成の出題はできな
いので、出題に検討が必要ではないかと思います。

（埼玉）



４ 仕訳の問題(棚卸減耗損の処理)

［第９３回検定］

［第９７回検定］



４ 仕訳の問題(原価差異の振り替え）

［第９５回検定］

［第９７回検定］



   以上で、原価計算の発表を終了いたします。

ありがとうございました。

引き続き、「将来の運営」について報告があります。
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